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特集　   注目を集めるサーバ仮想化技術／ソリューション

ソース管理、可用性、移動性といっ

た分散仮想化の機能、さらに ITイ

ンフラの最適化、ビジネス継続性、

デスクトップ管理、ソフトウェアラ

イフサイクルといった管理及び自動

化まで、今日の仮想インフラストラ

クチャに関するすべての領域をカバ

ーしています（図１）。」（ヴイエム

ウェア㈱　システムズエンジニアリ

ング　マネージャ　平谷靖志氏）

ヴイエムウェアは、本年９月開催

した年次カンファレンス「VMworld

2007」において、業界初のハードウェ

ア統合型ハイパーバイザ「VMware

ESX Server 3i」、新たなDR対策ソリ

ューション「Site Recovery Manager」、

デスクトップ管理のセキュリティと

モビリティを向上するVMware VDI

（仮想デスクトップインフラストラク

チャ）の主要コンポーネント

サーバ統合や ITリソースの有効

活用によるTCOの削減、事業環境

の変化に合わせた柔軟で俊敏なサー

バ環境の実現、既存ソフトウェア資

産の継承を狙いに、サーバ仮想化技

術の導入が加速している。

サーバ仮想化ソフト市場をリードす

るヴイエムウェアは、企業活動の基盤

となるITインフラストラクチャに対

し、①業務ごとに乱立したサーバ環境

の統合、②サーバリソースの有効活用

とシンプルなDR（ディザスタリカバ

リ）機能による事業継続性の確保、③

セキュリティとモビリティの向上を図

るシンクライアントのデスクトップ管

理、④ソフトウェアライフサイクルの

自動化、といった幅広いソリューショ

ンを展開している。

「私どもは、仮想化の基盤ソフト

であるハイパーバイザ（VMware

ESX Serverと VMware ESX

Server 3i）、その上で展開されるリ

ITインフラの幅広いソリューシ
ョンを提供するヴイエムウェア

企業が持続的成長を遂げるためには、高い可用性と信頼性に加え事業環境の変化に迅速に対応可能なITインフラを経済的に実現
することが不可欠である。ITインフラの最適化とTCO削減の中核技術として「仮想化技術」が注目を集めている中、サーバ仮想
化はVMwareによってITにおける課題解決の現実的なソリューションとして導入が加速している。しかし、ITインフラとしての
仮想化を考えたとき、従来型のストレージ技術によるアプローチは、サーバ仮想化を実現する際の制約条件となっている。そこ
で今、VMwareによるサーバ仮想化技術のメリットを最大限生かしたITインフラ統合ソリューションとして注目を集めているの
が、日本ネットワーク・アプライアンス（NetApp）のストレージ技術との組み合わせだ。
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図1 仮想インフラストラクチャの全領域をカバーするVMware
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「Virtual Desktop Manager 2」を発表、

仮想化ソリューションの拡大を加速

している。

■コードサイズを32MBに縮小した

「VMware ESX Server 3i」

VMware ESX Server 3iは、ハー

ドウェアと一体化した次世代型のシ

ン・ハイパーバイザだ。従来の

VMware ESX Serverは、仮想化を

行うVMカーネルが32MB、Linux

OS「RHEL3」ベースの管理コンソ

ールが 2GBの構成となっている。

「 こ れ に 対 し て VMware ESX

Server 3iでは、図２のように

Service Consoleの役割をVMカー

ネルで行うアーキテクチャとしたこ

とで、コードサイズを32MBにまで

削減しました。」（平谷　靖志氏）

ヴイエムウェアは、V M w a r e

ESX Server 3iをIBM、デル、HP、

NECをはじめとするサーバベンダ

ーにOEM供給する。サーバベンダ

ーは、VMware ESX Server 3iを

USBや他のメモリデバイスに組み

込んで提供する。VMware ESX

Server 3iの最大の特長は、ハード

ウェア統合によるインストールの排

除、デプロイメント時間の大幅な短

縮、管理の簡易化である。

■DRを簡単・低コストで実現する

「VMware Site Recovery Manager」

サーバを仮想化することで、DR

対策を低コストで実現できる、Site

Recovery Manager（SRM）は、遠

隔地のデータセンター間における

DR対策を簡素化・自動化すると同

時に、低コストで高信頼化を実現す

るソリューションである。

SRMの最大の特長は、データセ

ンターの障害時にもデータを数日単

位ではなく数時間単位で、かつ高い

信頼度をもって復旧できるよう、

DR作業を簡素化し、自動化するよ

うに設計されていることにある。

SRMは、「VMware HA」が本番サ

ーバのデータを共有ストレージで複数

台のESX Serverから共有するのと異

なり、遠隔接続環境を前提にしている。

このため、リアルタイムのバックアッ

プは行わず、後述するNetAppのよう

なストレージベンダーが提供するスト

レージレプリケーションによりDR対

策を実現している（図３）。

■End-Endのデスクトップ仮想化ソ

リューション「VMware VDM 2」

ヴイエムウェアは、シンクライア

ントソリューションの 1つとして、

「VMware VDI」を提供している。

VDIは、サーバ上に各デスクトップ

のOSとアプリケーションを仮想マシ

ンとして動作させ、ネットワーク経

由で利用可能にしているが、あくま

でサーバ側のデスクトップ仮想化機

能の提供である。ヴイエムウェアが

VDIの機能を拡張するために新たに

発表した製品が、「VMware Virtual

Desktop Manager 2（VDM 2）」で

ある。

VDM 2は、VDIの主要コンポーネ

ットであり、仮想デスクトップへの

接続や、認証と権利の管理をはじめ

とするすべての機能を実装した次世

代の接続ブローカだ。V M w a r e

Infrastructure 3（VI3）と連携して、

集中化されたデスクトップ管理と統

制が行えるEnd-Endのデスクトップ

仮想化ソリューションといえる。

以上、VMwareの最新仮想化ソ

リューションを紹介した。ITイン

フラの統合という観点から見ると、
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ウェアの平谷靖志マネージャは「ヴ

イエムウェアは、NetApp社との強

固なアライアンスをベースに、サー

バからストレージまでの包括的なソ

リューションを両社で提供すべく、

共同マーケティングだけでなく、エ

ンジニアリング、セールスレベルで

協業しています。」と語っている。

VMwareの優れた仮想化技術を最

大限活かすためには、サーバからス

トレージまでの包括ソリューション

の提供が不可欠といえる。ヴイエム
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サーバ仮想化技術の活用で、サー

バ利用効率が劇的に向上し、電源・

空調・設置スペースの大幅な削減を

含めたTCO削減効果は極めて大き

い。しかし、ストレージを含めた

ITインフラ全体を見ると、わずか

なサーバに対し多すぎるデータ、ス

トレージ利用効率の悪化といった新

たな課題を惹起している。また、ス

トレージの柔軟性向上、及び災害時

のDR対策の効率的な実現も新たな

課題として上げられる。

仮想化サーバのための最適なスト

レージ環境に求められる要件とし

て、日本ネットワーク・アプライア

ンスの阿部恵史マーケティング部長

は、「①仮想化環境における確実な

データ保護の担保、②アプリケーシ

ョンやサーバから透過的なプロビジ

ョニングとボリューム再構成を容易

に行える柔軟性の実現、③仮想化イ

ンフラのより低い運用コストの3点

を実現するため、RAID6（RAID-

DP）によるストレージレジリエン

シー、より高速なバックアップ&リ

カバリ機能、物理リソースの制約か

ら切り離された柔軟性の高い仮想ボ

リューム、コスト効果の高いストレ

ージベースDR」を上げ、「NetApp

は統合ストレージ・ソリューション

のリーディングカンパニーとして、

こういったニーズに応えるために、

ストレージ仮想化の技術開発に取り

組んできました。」と語る。

以下、VMwareによるサーバ仮

想化、及び ITインフラの仮想化の

メリットを最大限活かすことができ

る最適な技術として、NetAppが独

自に開発した、ストレージ仮想化の

基盤技術をベースにしたソフトウェ

ア機能である「F l e x V o l」と、

「FlexClone」をそれぞれ紹介する。

NetApp FlexVolは、ストレージリ

ソースを自動的にプールし、大容量

のディスクプール上に柔軟性を備え

たボリュームを複数作成する技術を

実装したソフトウェア機能である。

NetAppは「NetApp FASシステム」

の中堅企業向け製品「FAS2000シリ

ーズ」をはじめ、NetAppの全製品に

専用ストレージOSである「Data

ONTAP」を搭載しており、最新版で

ある「Data ONTAP 7G」には、仮想

化を実現するための２つの基盤技術

がある。１つは、RAIDグループの集

合体として構築されるストレージプ

ールである「アグリゲート」、もう１

つはそのアグリゲート上に生成され

る論理的なボリュームである「フレ

キシブルボリューム」である。複数

のRAIDグループからアグリゲートを

生成することにより物理リソースを

１つに統合して、論理的なデータコ

ンテナとして扱えるフレキシブルボ

リュームを取り出せるので、従来の

ようにボリュームを構成する物理リ
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ソースの制約を受けない総合的なパ

フォーマンス向上が図れる（図４）。

取り出されたフレキシブルボリュー

ムはNetAppシステム内のすべての利

用可能な物理的ディスクにアクセスで

きるため、柔軟なボリュームプロビジ

ョニングや利用率の大幅な向上が可能

となる。データボリュームのサイズは、

アプリケーション要件の変更に応じて

迅速かつ動的に設定・変更でき、スペ

ース管理ポリシーに基づいて自動化す

ることもできる。

ユーザーは、データボリュームの

変更を迅速かつシームレスに行うこ

とが可能となる。さらに、FlexVol

はボリュームレベル及びアプリケー

ションレベルのシンプロビジョニン

グが可能であり、オーバープロビジ

ョニングを回避しつつ、実際に物理

リソースが必要な際には、アプリケ

ーションやサーバに影響を与えるこ

となくリソースを追加できる。

NetApp FlexCloneは、データボ

リュームとデータセットを瞬時にフ

レキシブルボリュームとして複製す

るクローニング技術を実装した機能

である。FlexCloneは、クローン作

成時に追加分のストレージ容量を必

要とせず、最小限のオーバーヘッド

で、大幅にストレージ容量を節約で

きるのが大きな特長である。

FlexCloneはData ONTAP 7G の

FlexVolとSnapshot技術を活用し、

親ボリュームとクローンボリューム

の間で変更された差分データのみを

保存する。その結果、容量管理が非

常に効率的になり、パフォーマンス

に影響を与えることなくストレージ

容量の大幅な削減を可能にしてい

る。実際、米国においてソフトウェ

アの開発、実装、本番環境の検証等

で多数活用されているが、コピー分

のデータの重複について、他社製品

に比べ大幅に排除している（図５）。

NetAppとVMwareの両社の優れた

技術を組み合わせることで、仮想化サ

ーバ環境への最適なストレージインフ

ラの提供が可能となる（図６）。

「両社が過去数年間にわたって世

界3,000社以上の顧客への製品提供

で得た多くのプラクティスを、両社

全体で活用していきます。また今後

も、最先端のアプリケーション・モ

ビリティ、バックアップ／リカバリ

及びDRのためのソリューション開

発に共同で取り組むほか、共同ソリ

ューションに関するサポート体制も

整備し、技術セミナーなどの共同開

催も視野に入れて取り組んでいま

す。」（阿部恵史部長）

NetApp＋VMwareは、ITインフ

ラ仮想化の標準となり得るソリュー

ションといえる。
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